
令和６年12月12日（木） 15時～17時

開催目的
本研修は、外国人患者を受入れる医療機関の管理者が自らの役割を認識し、外国人患者受入れに向け

た体制づくりやリスク管理等に関する知識とスキルを習得することを目的としています。実際の現場で

直面しやすい課題について、専門家の先生から要点をわかりやすく解説していただきます。

下記URLまたはQRコード、FAX（裏面）からお申し込みが可能です。
 URL： https://forms.gle/1sKNY4xg8wysREcH6
※お申し込みいただいた方に事務局より参加に関する案内のメールをお送りします。
※講座の内容等についてご不明点がありましたら、裏面に記載する運営事務局まで
お問い合わせください。

外国人患者受入れ医療コーディネーター養成研修事業

医療機関の管理者向け講座
～外国人患者受入れに向けた体制づくり、リスク管理、未収金対策～

日 時

医療機関の管理者

（幹部職員、外国人受入れ部門の長、

コーディネーター管理者等）

対象者

オンライン
開催

受講料無料

200名（定員に達し次第、お申込み受付を終了させていただきます）定 員

プログラム (URL：https://www.seedplanning.co.jp/course/mcnaip/)

15:00-15:05  開会挨拶

15:05-15:30  講義Ⅰ 「未収金予防と訪日外国人の医療費設定」／日野原 千速 先生

15:30-15:40  質疑応答

15:40-16:05  講義Ⅱ 「通訳の誤訳の責任の範囲と対策」 ／大磯 義一郎 先生

16:05-16:15  質疑応答

16:15-16:40  講義Ⅲ 「現場の負担軽減を目指した効率的な ／岡村 世里奈 先生

外国人患者受入れ体制整備のポイント」

16:40-16:50  質疑応答

16:50-17:00 事務連絡

申込期限：令和6年12月9日（月）12：00

令和６年度 厚生労働省委託事業

トラブルを未然に防ぐ
体制整備のポイントを

お伝えします！

申込方法

形 式 Zoomによるライブ配信



講師プロフィール

日野原 千速 先生

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院 国際診療部 部長

2001年 佐賀医科大学卒業後、研修医として国立国際医療研究センターに入職し、外科、緩和ケア科を経て
2021年より国際診療部に所属、2024より現職。その間、国立奄美療養所、国立国際医療研究センター 国府台
病院でも勤める。
医療通訳養成研修にも携わり、これまで講師、ロールプレイ演習のオブザーバー、ロールプレイ集の執筆、編
集を行った。また、厚生労働省や東京都の外国人診療に関わる協議会の委員を努めている。私生活ではカナダ
で幼少期を過ごし、イギリスでは主夫生活を過ごす。

医療機関の管理者向け講座 参加申込書

FAX：03-3831-0495

施設名

ご住所

お名前
フリガナ

ご所属

役職名

E-mail

大磯 義一郎 先生

医師・弁護士 浜松医科大学医学部教授
平成11年日本医科大学医学部卒業、同年5月より日本医科大学付属病院第三内科勤務。平成16年早稲田大学大学
院法務研究科入学、平成19年早稲田大学大学院法務研究科修了。
同年司法試験に合格し、司法修習を終え、平成21年弁護士登録（第一東京弁護士会）。
国立がんセンター知的財産管理官勤務を経て、現在、忠弥坂法律事務所に勤務。平成24年4月より現職。

岡村 世里奈 先生

国際医療福祉大学大学院 医療通訳・国際医療マネジメント分野（医療経営管理分野兼務）
国際医療福祉大学 医療マネジメント学科 准教授

上智大法学部卒業。上智大大学院法律学研究科博士課程前期修了後、国際医療福祉大医療経営管理学科助手、
The Beazley Institute for Health Law and Policy,School of Law, Loyola University of Chicago の客員研究員等を経て
現職。数年前から、厚生労働省研究班の国際医療交流事業の基礎研究をはじめ、国内外の国際医療交流事業研
究に携わる。

【お問い合わせ先】
厚生労働省委託事業者 運営事務局
株式会社シード・プランニング
Eメール：mcnaip@seedplanning.co.jp
担当：戸林、五十嵐、大貫、小笠原Tel:070-7416-1271
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